
男女共同参画に関するアンケート　（過去からの推移、前回との比較、県等の質問項目について）

前回調査からの変更
前回調査か
らの変更

R元→R６の変更の対応
計画における
数値目標

計画書への
記載

R元年度

（県）

H26年度

（県）

H25年度

（県）※

R4年度

世論調査

（国）

R元年度世

論調査

（国）

R2年度

暴力調査

（国）

回答者属性 １　男女共同参画について １　男女共同参画について
※仕事、家事、介護、子育ての現状、考え方等、男、女に分け調査票作成

問１ 性別 問1 男女平等になっていると思われる項目 変更/「政治分野」を追加 問1 男女平等になっていると思われる項目 変更 前回同様、R元県調査を元に選択肢
に「社会全体」を追加

男女の不平等感について、「社会
通念・習慣・しきたりなど」で平等と
考える市民の割合

P13
問7

選択肢異

問9

選択肢異

問1

問2なし

問1

問2なし

問２ 年齢 問2-1 「男は仕事、女は家庭」という考え方に
ついて

同じ 問2 「男は仕事、女は家庭」という考え方に
ついて

同じ 「男は仕事、女は家庭」と考える市
民の割合

P12 問9

質問・

選択肢異

問11

質問・

選択肢異

問4

質問・

選択肢異

問6

質問・

選択肢異

問３ 既婚・未婚 問2-2 問2-1賛成と回答した人に対して
その理由

追加/理由を追加 H26
県調査に合わせた

問2-1 問2　賛成と回答した人に対して
その理由

変更 前回同様、R元県調査に選択肢の
順番をあわせた 問9

付問1

問11

付問1

問5

質問・

選択肢異

問6

質問・

選択肢異

問４ 家族構成 問2-3 問2-1反対と回答した人に対して
その理由

追加/理由を追加　H26
県調査に合わせた

問2-2 問2　反対と回答した人に対して
その理由

同じ
問9

付問2

問11

付問2

問6

質問・

選択肢異

問6

質問・

選択肢異

問５ 子どもの有無 問3 子どもの育て方についての考え（男の子
は男らしく、女の子は女らしく…）

同じ 問3 日常生活の女らしさ・男らしさなどへの
期待について

変更 子どもの育て方（男らしく・女らしく）を
より具体的な質問に変更/他市参考

問６ 居住地域（小学校区） 問4-1 地域の行事・役割で男女間で格差を感
じていることがあるか

変更/質問の表現・選択
肢変更

問3-1 問3　どのような場面か 追加 問3と同じ

問７ 居住年数 問4-2 格差を感じている内容 変更/選択肢変更・追加 問3-2 問3　どのような内容か 追加 問3と同じ

男女共同参画全般
問5 男女共同参画に関する事項や用語の

認知度
変更/選択肢を変更　新
たな用語を追加

問3-3 問3　不都合や不愉快さを感じるか 追加 問3と同じ

問８ 男女共同参画に関する事項や用語
の認知度 ２　ワーク・ライフ・バランスについて

問4 地域の行事・役割で男女間で格差を感
じていることがあるか

同じ

問９ 男女平等になっていると思われる項
目

問6-1 生活の中での優先度（希望） 変更/選択肢変更　回答
しやすいよう

問4-1 格差を感じている内容 変更 文言を変更

問１０ 「男は仕事、女は家庭」という考え方
について

問6-2 生活の中での優先度（現実） 変更/選択肢変更　回答
しやすいよう

問5 男女共同参画に関する事項や用語の
認知度

変更 前回同様、用語に「困難女性の法
律」を追加　・LGBTQに文言を変更
審議会での意見を踏まえ選択肢に
「よく知っている」を追加

草津市男女共同参画推進条例の
浸透割合

P14
問12

質問・

選択肢異

問5

質問・

選択肢異

問１１ 男性の家事について 問7 一日の家事、育児、介護、通勤、仕事、
地域活動、余暇活動等の時間（平日）
（休日）

追加/H25県調査を元に
追加

２　仕事について

変更

問１２ 子どもの育て方についての考え 問8 男性が家事・子育て・介護に積極的に
参加するために必要なこと

変更/順位をつけない 問6 回答者とその配偶者・パートナーの職業
について

変更 前回同様、選択肢に「学生」を追
加、「家事専業」→「主に家事」
R元県調査、他市参考

問4

問5付問1

選択肢異

問4

問5付問1

選択肢異

問3

質問・

選択肢異

F3

質問・

選択肢異

F3

質問・

選択肢異

F3

質問・

選択肢異

問１３ 教育現場で必要なこと 問9 ワーク・ライフ・バランス実現のために職
場で必要な取り組み

変更/順位をつけない

問7 問6主に家事や無職と回答した人に対し
て　今後働きたいか

同じ 問19

質問・選択

肢異

ワーク・ライフ・バランスについて ３　労働について

問7-1 問7働きたいと回答した人に対して
働いていない理由

同じ 問19付問2

質問・選択

肢異

問１４ 生活の中での優先度 問10 回答者とその配偶者・パートナーの職業
について

変更/H26県調査を元に
選択肢変更

問8 女性が仕事を続けるために必要なこと 変更 前回同様、「出産・子育てなどが理
由で」を削除・理由を限定せず、R元
県調査を元に選択肢を変更

P17 問21

質問・

選択肢異

問15

質問・

選択肢異

問１５ 男性が家事・子育て・介護に積極的
に参加するために必要なこと

問11-1 問10家事専業や無職と回答した人に対
して　今後働きたいか

追加/問11-2の導入とし
て追加

（介護が理由で辞めることなく、仕事を
続けるために必要なこと）

削除 質問は削除、介護のみに限定せず、
（女性）問8に含み、（男性）問13に
内容を含む

P18

問１６ ワーク・ライフ・バランス実現のため必
要なこと

問11-2 問11-1働きたいと回答した人に対して
働いていない理由

変更/選択肢変更 問9 女性の管理職が少ない理由 変更 前回同様、文言を変更

問22
問16

選択肢異

労働について

問12 女性が出産・子育てなどが理由で辞め
ることなく、仕事を続けるために必要なこ
と

変更/「出産・子育てなど
が理由で」を追加・選択肢
変更 ３　ワーク・ライフ・バランスについて

問１７ 回答者とその配偶者の職種について 問13 介護が理由で辞めることなく、仕事を続
けるために必要なこと

変更/問１２を拡大女性に
限定せず

問10 生活の中での優先度（希望）（現実）

変更

前回同様、R元県調査を元に選択の
記入方法を変更

P15、16

問17 問23 問10(1)

問１８ 家族協定について 問14 女性の管理職が少ない理由 同じ 生活の中での優先度（現実） 削除 問10に含む P15、16 問17 問23 問10(2)

問１９ 収入の有無

４　ドメスティック・バイオレンス（以下ＤＶ）について

問11 一日の家事、育児、介護、通勤、仕事、
地域活動、余暇活動等の時間（平日）
（休日）

同じ

平日の家事に関する生活時間の
男女の差（平日の家事に要する平
均時間）

P15、16

問13

平成２６年度アンケート R元年度アンケート

場所を変更
項目名「労働」→「仕事」　他市を参考
項目の流れを国に合わし仕事→ワークライフバランスに変更

場所を変更
項目の流れを国に合わし仕事→ワークライフバランスに変更

R６年度アンケート

資料５－４
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前回調査からの変更
前回調査か
らの変更

R元→R６の変更の対応
計画における
数値目標

計画書への
記載

R元年度

（県）

H26年度

（県）

H25年度

（県）※

R4年度

世論調査

（国）

R元年度世

論調査

（国）

R2年度

暴力調査

（国）

平成２６年度アンケート R元年度アンケート R６年度アンケート

問２０ 職場での男女格差について 問15 セクハラを受けた経験の有無 変更/選択肢変更 具体
的な実態

問12 ワーク・ライフ・バランス実現のために職
場で必要な取り組み 変更

前回同様、順番を問13と入れ替え
問18

問２１－１ 職場における男女格差の例 問16-1 DVを受けた経験の有無 変更/H26県調査を元に
選択肢変更

問13 男性が家事・子育て・介護に積極的に
参加するために必要なこと

変更

前回同様、順番を問12と入れ替え
質問の「女性と共に」を削除
選択肢７削除 問11

問20

選択肢異

問7

質問・

選択肢異

問7

質問・

選択肢異

問２１－２ 職場における男女格差の原因につい
て

問16-2 DVを受けたときの対応 変更/選択肢変更 内閣
府の調査を元に変更

問14 男性が育児・介護休暇を取得すること
の考え 追加

R元県調査を元に追加/実態を聞く
質問を追加 問13

問２２ 働いていない理由について 問17 各種相談窓口の認知度 変更/選択肢変更 窓口
を実態に合わせ変更

問15 男性が育児・介護休暇を取得するのに
職場での取り組み 追加

R元県調査を元に追加/具体的に取
得拡大に向けた質問を追加 問14

問２３ 女性の理想的な働き方について

５　市の施策・センターについて ４　男女間の暴力やハラスメントなどについて　
項目変更　県参考

問２４ 女性が仕事を続けるために必要なこ
と

問18 男女共同参画センターにどのような機
能・事業があれば良いか

追加/センターで希望する
事業の設問を追加

問16 セクハラを受けた経験の有無 変更 前回同様、「過去５年間に」を追加
文言を変更

問２５ 女性の管理職が少ない理由 問19 どのような相談、相談体制があれば良い
か

追加/センターで希望する
相談の設問を追加

問17 DVを受けた経験の有無 変更 前回同様、「過去５年間に」を追加、
文言を変更

P19 問24

質問・

選択肢異

問25

質問・

選択肢異

問6,16

質問・

選択肢異

セクシュアル・ハラスメントについて

問20 特に力を入れるべき施策 変更/選択肢変更、すべ
てに〇→３つまでに変更

問17-1 DVを受けたときの対応 変更 前回同様、選択肢変更 内閣府の
調査を元に変更
文言を変更

DVの対応方法として「どこにも相談
しなかった」人の割合

P19 問8,18

質問・

選択肢異

問２６ セクハラであると思うこと 自由欄 市の施策等に関する意見 同じ 問17-2 問18で相談しなかった理由 追加 内閣府の調査を元に理由を聞く質問
を追加

問19

質問・

選択肢異

問２７ セクハラを受けた経験の有無

６　回答者属性

問18 困難な経験、見聞きの有無 追加 困難女性の法の制定を受け、実態
を聞く質問を追加

問２８ セクハラを受けたときの対応 問21 性別 変更/選択肢変更 マイ
ノリティー

問19 困難な女性への支援体制があれば良
いか

追加 困難女性の法の制定を受け、事業
を検討する質問を追加

問２９ セクハラ防止のため必要な対策 問22 年齢 変更/選択肢変更 80
歳以上を追加

問20 各種相談窓口の認知度 変更 前回同様、知っているに〇に質問の
仕方を変更

男女共同参画センターの「女性の
総合相談窓口」を知っている人の
割合

P20
問25

選択肢異

問26

選択肢異

問14

質問・

選択肢異

問13

質問・

選択肢異

問３０ メディアにおける性や暴力的な表現
について

問23 既婚（事実婚含む）・未婚 変更/選択肢変更 言
葉を変更

５　市の施策・男女共同参画センターについて

問３１ メディアにおける性や暴力的な表現
の問題点について（

問24 家族構成 変更/選択肢変更 問21 男女共同参画センターを知っているか 追加 R元県調査を元に追加/センターの
認知度の設問（新規）
審議会での意見を踏まえ設定

問27

ドメスティック・バイオレンスについて

問25 子どもの年齢・学齢 変更/選択肢変更 子ど
もの年齢を聞くように変更

問22 男女共同参画センターにどのような機
能・事業があれば良いか

変更 前回同様、R元県調査を元にセン
ターで展開する事業の選択肢を変
更　文言を変更

問28

選択肢異

ＤＶ経験の有無について 問26 居住年数 変更/選択肢変更 項目
減

どのような相談、相談体制があれば良い
か

削除 センターの開所に伴い相談体制の充
実を図ったため抜く

問16

質問・

問14

質問・
受けたＤＶの種類 問23 草津市での取り組みが進んでいるか 追加 草津市の取り組みの進捗度（新規）

審議会での意見を踏まえ設定

問３３ ＤＶを受けたときの対応 問24 特に力を入れるべき施策 変更 前回同様、事業主への働きかけの
質問を変更、文言を変更

問28

質問・

選択肢異

問29

質問・

選択肢異

問17

質問・

選択肢異

問16

質問・

選択肢異

問３４
ＤＶ被害者への公的支援の必要性・
公的支援の種類について

自由欄 市の施策等に関する意見 同じ
あり あり

問３５ 各種相談窓口の認知度
６　回答者属性

自治会・町内会について
問25 性別 同じ 前回同様、文言を変更 問1

選択肢異

問1

選択肢異

F1

選択肢異

F1

選択肢異

F1

選択肢異

問３６ 地域に男女間で不平等に感じている
ことがあるか

問26 年齢 同じ 前回同様、18歳以上追加 問2

選択肢異

問2

選択肢異

問1

選択肢異

F2

選択肢異

F2

選択肢異

F2

選択肢異

問３７ 不平等に感じている内容 問27 既婚（事実婚含む）・未婚 変更 前回同様、結婚をパートナー関係に
変更

問5 問5

問5

質問・

選択肢異

F4

質問・

選択肢異

F4

質問・

選択肢異

問5

質問・

選択肢異

問３２
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前回調査からの変更
前回調査か
らの変更

R元→R６の変更の対応
計画における
数値目標

計画書への
記載

R元年度

（県）

H26年度

（県）

H25年度

（県）※

R4年度

世論調査

（国）

R元年度世

論調査

（国）

R2年度

暴力調査

（国）

平成２６年度アンケート R元年度アンケート R６年度アンケート

問３８ 不平等の原因 問28 家族構成 同じ 問6

質問・

選択肢異

問7

質問・

選択肢異

問8

質問・

選択肢異

草津市の取り組みについて
問29 子どもの年齢・学齢 同じ 問6

質問・

問7

質問・

F5

質問・

F5

質問・

F4

質問・

問３９ 草津市の取り組みの認知度 問30 居住年数 同じ 問8、付問1

質問・

問9

選択肢異

問４０ 草津市に今後求めること

自由欄 市の施策への意見
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